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（別紙様式第 3号）

論 文 要 旨

論文題目

DTI of tuber and perituberal tissue can predict epileptogenicity in tuberous 

sclerosis complex 

（結節性硬化症のてんかん原性同定における、皮質結節、皮質結節周囲組織の拡散テン

ソル画像解析の有用性について）

氏名 羹ぷダ



結節性硬化症 (T S C) 患者に生じる皮質結節は

郷刑の原因（剰梱原性）となり 患者の約 9 0 % 

に生じ る。さらにその約 3 0 %は外科 的切除 が必

要 となることもあるが 責任病変の同定はしば

しば困難で 手術の非適応となることも多い。

近年、 T S C 患者の痴拙原性は皮質周囲組織に存

在す る
~ 

と が指摘 さ れて し) る 拡散テ ン ソ ル画し—•

゜

像 (D T ） は見か け の拡散係数 A D C 拡散

異方性 (F A) a X i a ct ll s V i l y 

(A D) r a ct i a d ［ r u s i V i t y R D 

と し) つ た指標 を解析す る
~ 

と で 組織 の状態 を'-

定紐的 に 評価す る
~ 

と がで き る 今回我 々 は'-
゜

D T I を 用 し) て皮質 結節およ び周 囲組織全体 の状

や！担 を解析 し ヽ 痴掘原性 の 評価 に有用 か ど う か検

討 し た 2 0 0 4 2 0 I 3 年 に 手術が施行 さ れた

T S C 患者 2 3 名 （ 女性 I 3 名 男性 l 

゜
名 平

均年齢 5 . 2 歳 ） 皮質結節 5 4 5 個 痴掘原



性 3 3 個、 非掘拙原性 5 I 2 個） の D T I を

遡及的 に検討 し た 。 剌涸原性の有無は 各種術

前 検 査結果 と術後経過 か ら 評価 し た。 2 名 の検

者が A D C m a p 上で合議にて皮質結節の R 0 I ヽ

皮質結節の周 囲組織 R 0 I ヽ 皮質結節およ び周 囲

組織の R O I を作成 した。 以上の 3 種類の R O I 

を用 し) 全て の病変 に対 し て皮質結節 周 囲組

織 皮質結節およ び周 囲 組 織 の A D C 値 F A 値

R D 値、 A D 値 を計測 した。 そ し て 各 種 計 測 値 の

最大値， 最小値， 平均値， 中 間値 を冥 出 し ， マ

ン ホイ ツ 卜 二検定 にて痴梱原性群 と 非痴 掘 原

性群 と の 群間比較 を行 つ た。 ま た 各 計 測 値 の

R O C 解析 を行 し)
ヽ 痴 梱原性予測 に お ける 有用 性

を評価 し た。 痴澗原性皮質結節は非痴涸原 性 皮

質結節 に対 し ， 全 R 0 I で有意 に 裔 い 最 大 A D C 

値 (p  va!l!es~. 0 2) と 最大 R D 値 (p  

values ~ . 0 3) を示 した。 特 に皮質結節およ



び周 囲組織 R 0 の最大 A D C 値は最 も 強い差 を

ホ し p = . 0 0 I ） 最大 R D 値が ¥.... ~ れ に続い た

p = . 

゜
I ） 

゜
R O C 解 析 にて ヽ 痴拙原性予測 に

対す る 皮質結節 ＋ 周 囲組織の最大 A D C 値の

A U C 値は

゜
6 8 だっ た。 今回の D T I を用 し‘

た遡及的検討に よ り ， 皮 質 結 節 の み な ら ず周 囲

組 織 も対象 に含め る
~ 

と で よ り 高 い精度での<..... 

痴紺原性組織の解析が可能であ る
~ 

と が分か つL.... 

た。 病理組織学的 に皮質結節 に は 神 経 細 胞 の 変

性や g i a n t C e I I の浸潤 グ リ オ シス

脱髄 ， 異常な軸索の発達が認め ら れ， A D C 値の

上昇に寄与 し て い る
゜

ま た R D 値 の 上 昇 は 脱 髄

を示す
~ 

と が知 ら れてお り 今回 の検討結果はし—•

皮質結節の組織像 と よ ＜ 相 関 して し： る と 二弓 ス- ら

れる。 今後は D T I を用 し) る
y 

と で、 痴掘原性皮'-

質 結節に対す る よ り 深 い 知 見 と よ り 効 率 的 か

つ 非 侵 襲 的 な 痴 澗 原 性 領 域 の 同 定 が期 待 出 来 る
゜


